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フッ素原子を指標とする外在性物質の生体内残留に
関する研究
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一方、 1965年、 Ur 1 s tは脱灰骨基質中に異所性骨形成を誘導するタン
パク質性因子、すなわち骨誘導因子 (Bone Morphogenetlc 








そこでこれを確認するために、 bovlne-BMP (以下 BMPと称す)と脱
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